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竹
島
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
広
報
冊
子
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
二
二
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

竹
島
問
題
の
政
府
広
報
冊
子
「
竹
島
問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
十
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
き
、
我
が
国
の
内
外
に
お
け
る
書

籍
の
発
行
、
雑
誌
等
へ
の
論
文
の
掲
載
等
の
方
法
に
よ
る
異
議
の
主
張
（
以
下
、
「
主
張
」
と
い
う
。
）
が
な
さ
れ
た
場

合
、
外
務
省
と
し
て
「
主
張
」
に
対
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
と
る
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
も
「
御
指

摘
の
よ
う
な
主
張
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
十
月
二
十
四
日
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
一
七
号
）
六
及
び
七

に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
外
務
省
と
し
て
は
、
竹
島
の
領
有
権
の
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
主
張
し
、
問

題
の
平
和
的
解
決
を
図
る
と
の
観
点
か
ら
、
注
視
し
て
き
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
「
主
張
」
に
対
し
て
外
務
省
が
適
切
な
対
応
を
と
っ
た
直
近
の
事
例
を
三
件

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
主
張
」
の
内
容
、
外
務
省
に
お
け
る
対
応
の
具
体
的
内
容
等
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

本
年
十
月
一
日
、
新
幹
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
、
「
竹
島＝
独
島
問
題
入
門

日
本
外
務
省
『
竹
島
』
批
判
」
と
い
う
題
の

内
藤
正
中
島
根
大
学
名
誉
教
授
の
著
書
（
以
下
、
「
内
藤
著
書
」
と
い
う
。
）
で
は
、
「
竹
島
を
理
解
す
る
た
め
の
十
の
ポ

イ
ン
ト
」
が
徹
底
的
に
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
「
内
藤
著
書
」
に
対
し
て
、
外
務
省
と
し
て
一
の
答
弁
に
あ
る
様
に
、
ど
の

一



様
な
形
で
「
必
要
に
応
じ
て
適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
く
」
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

一
の
答
弁
に
あ
る
、
必
要
に
応
じ
た
適
切
な
対
応
と
は
、
何
の
意
見
も
述
べ
ず
、
無
視
す
る
と
い
う
対
応
も
含
ま
れ
る

か
。

四

「
前
回
答
弁
書
」
で
外
務
省
は
、
「
内
藤
著
書
」
等
の
「
主
張
」
に
対
し
て
外
務
省
が
具
体
的
反
論
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
「
竹
島
の
領
有
権
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
大
韓
民
国
と
や
り
取
り
を
す
る
上
で
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
も
あ
り
得
る
と
考

え
て
い
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
内
藤
著
書
」
等
の
「
主
張
」
に
対
し
て
外
務
省
が
何
ら
明
確
な
反
論
を
し
な
い
こ

と
は
、
韓
国
側
に
対
し
て
、
日
本
政
府
が
そ
の
内
容
を
認
め
た
と
い
う
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

こ
そ
右
答
弁
に
あ
る
様
に
、
竹
島
問
題
に
つ
い
て
韓
国
と
や
り
取
り
を
す
る
上
で
悪
い
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


